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錯形成物質を用いた水相からイオン会合体相への Sr2+及び Cs+の抽出 

◯須藤れな 1、熊谷将吾 1、齋藤優子 1、亀田知人 1、吉岡敏明 1

1東北大学大学院環境科学研究科 

【緒言】福島第一原発では地下水の流入により汚染水が発生しているため、90Sr及び 137Csを高濃度で含む汚

染水の浄化処理が続いている。現在、ゼオライト等の吸着剤による処理が行われているが、二次廃棄物の発生

量が多い点が課題である。著者らは、Cs+に対する錯形成物質としてテトラフェニルホウ酸(TPB－)を用い、小

体積のイオン会合体相へ Cs+を抽出する手法を報告した 1)。本研究は、錯形成物質として TPB－及び

Dicyclohexano-18-crown-6(DCH18C6)を用いて水相中 Sr2+及び Cs+と錯形成させ、イオン会合体相へと抽出

するプロセスを検討した。 

【実験】SrCl2水溶液(5.0×10-5 M)、CsCl 水溶液(5.0×10-5 M)、およ

びこれらの 1:1 混合水溶液各 20 mL を調製した。Sr2+または Cs+を単

独に含む水溶液に対して所定濃度(1.0×10-3、1.0×10-2、0.1 M)の

DCH18C6水溶液を、Sr2+およびCs+の混合溶液に対しては所定濃度(1.0

×10-3、1.0×10-2、0.1 M)の TPB－及び DCH18C6を加え、1500 rpmで

60分間撹拌を行った。撹拌後、イオン会合体の有機アニオンとして 0.5 

M p-トルエンスルホン酸(TS－)水溶液を 4 mL、有機カチオンとして 0.1 

M ベンゼトニウム(Ben+)水溶液を 2 mL加え、3000 rpmで 20分間遠

心分離を行った。遠心分離後、イオン会合体相と水相を分離し、水相の

Sr2+濃度を ICP-AES、Cs+濃度を原子吸光により測定し、抽出率 E[%]を

式 E[%]=(Cw0－Cw1)/Cw0×100により求めた。 

【結果と考察】Sr2+または Cs+の単独溶液に対して DCH18C6の投入量

を変化させて得た抽出率を図 2に示す。Sr2+は DCH18C6の投入量によ

らず 25%程度の抽出率を示した。一方、Cs+抽出率は DCH18C6の投入

量の増加に伴い向上したが抽出率は 4.5%に留まった。これより、

DCH18C6 は Cs+よりも Sr2+に対する錯形成能が高いことが確認され

た。これは、Sr2+および Cs+に対する DCH18C6錯体の安定度定数 logK

がそれぞれ 3.24 および 0.96 である既報とも一致する 2)。TPB－が Cs+

と容易に錯形成することは知られていることから、TPB－及び

DCH18C6 はそれぞれ Cs+および Sr2+と選択的に錯形成すると予想し

た。よって、表 1に示す実験条件にて Sr2+および Cs+の混合溶液に対す

る効果を検討した。TPB－および DCH18C6の投入量の増加に伴い Sr2+

および Cs+の抽出率は増加した。一方、Entry 3 において TPB－および

DCH18C6 をモル比で 100 倍量添加した場合、溶液に白色沈殿が生成

し、イオン会合体相は形成されなかった。これは、錯形成物質である TPB

－と有機カチオンである Ben+が結合したためであると考えられる。従っ

て、本検討条件の中では、Entry 2の条件において小体積のイオン会合

体相に、より多くの Sr2+および Cs+を抽出できることが確認された。 

【参考文献】1)熊谷将吾, 林航太郎, 亀田知人, 吉岡敏明, 環境放射能除

染学会誌, vol.4, No.3, 239 (2016). 2)Izatt et al., J. Am. Chem. Soc., 93, 1619 (1971). 
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図 1 使用した錯形成物質および

イオン会合体の化学構造式 
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図 2 Sr2+および Cs+の単独溶液に

対する DCH18C6添加量の影響 

表 1 Sr2+および Cs+混合溶液を

用いた実験条件一覧 

図 3 混合溶液に対する錯形成物質

添加量の影響 

抽
出
率

[%
] 

Entry No. 

S8-2

- 41 -




